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審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、カタバミを食草とするチョウ、ヤマトシジミの幼虫の摂食刺激物質をシュウ酸と同定する
とともに、カタバミが生育する光環境とカタバミの物理化学的性質およびヤマトシジミ幼虫の摂食行動
の三者系を解析し、光環境の強弱はカタバミの質（シュウ酸含量）に影響を与え、それに呼応してヤマ
トシジミ幼虫の摂食行動が変化することを解明した。 
植物の分類群とそれを特徴付ける二次代謝産物の種類および食植性昆虫の寄主選択を結びつける試
みは、その成果が昆虫の行動制御に応用できるとして期待されている。シュウ酸は、カタバミを特徴付
ける既知化合物であるが、チョウ目昆虫の摂食刺激物質として機能することは初の知見であり評価でき
る。さらに、光環境の強弱がカタバミのシュウ酸含量に影響を与え、それに呼応してヤマトシジミ幼虫
の摂食行動が変化することを野外の実験区および室内の操作実験で定量的に示し、光環境、寄主植物の
質およびヤマトシジミ幼虫の摂食行動の三者関係を、シュウ酸含量を鍵として解明した点は、高く評価
された。 
平成２８年１月２５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審
査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
